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課題解決型の教材

『坂の角度は何度？』

上図は、坂を模式的に表そうとした∠ＡＣＢ＝90°の三角柱ＡＢＣ－ＤＥＦです。

（長方形ＢＣＦＥを平地α，長方形ＡＢＥＤを傾いた平面(坂)とイメージしています）

∠ＡＢＣ＝60°，ＢＣ＝a のときについて考えてみます。

（このことから、ＡＢ＝2 a ，ＡＣ＝ a3 がわかります。）
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ＢＥ上にＢＰ＝ a2 となる点Ｐをとるとき、

ＡＰと平面αとのなす角の大きさを求めてみます。

ＡＰが長方形ＡＢＥＤを含む平面（平面βとする）上にあるので、

求める角は、平面αと平面βとのなす角であると間違えてしまい、

∠ＡＢＣ＝60°から、なす角は 60°としてしまうことが多いようです。

なす角は∠ＡＰＣであることが分かっていれば、

ＣＰ＝ 22)2( aa  ＝ a3 ，ＡＣ＝ a3 ，∠ＡＣＰ＝90°から

なす角は∠ＡＰＣ＝45° と求めることができます。

この結果から、

Ｂ地点からＡ地点に向かって坂を上ると、傾斜は 60°ですが、

Ｂ地点から、ＢＥ上のＢＰ＝ a2 となるＰ地点まで移動してから

Ａ地点に向かって坂を上ると、傾斜は 45°と緩やかになることが分かります。

そこで、新しい課題です。

Ｂ地点から、ＢＥ上のＱ地点まで移動してからＡ地点に向かって

坂を上ると、傾斜は 30°と更に緩やかになります。

このときのＢＱの長さを求めてください。

（答）ＢＱ＝ a22
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更に、新しい課題です。

Ｂ地点から、ＢＥ上のＲ地点まで移動してからＡ地点に向かって

坂を上ると、傾斜は 15°と更に緩やかになります。

このときのＢＲの長さを求めてください。

【注意】ＢＲ＝ a23 と予想した人は、間違いです。

（答）ＢＲ＝ a31220 です。各自で計算してください。

上記のことをイメージしやすいように教具で示すと、下の写真のようになります。

更に、「∠ＡＥＣ＝θ ，ＢＥ＝x とするとき、x をθの関数で表す」，

「ＢＥ＝ｂ ，ＤＥの中点をＭとするとき、ＢＭ＋ＭＡを求める」など、

新しい課題を考えてみませんか？

この他にも、生活と関連付けた教材を見つけてみませんか？

60° 45°

30° １5°


